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（別添１） 

 

【吉富町外一市中学校組合】 

端末整備・更新計画 

 

 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和 10 年度 

① 児童生徒数 339 332 301 270 260 

② 予備機を含む 

整備上限台数 
0 381 0 0 0 

③ 整備台数 

（予備機除く） 
0 340 0 0 0 

④ ③のうち 

基金事業によるもの 
0 340 0 0 0 

⑤ 累積更新率 0 100 0 0 0 

⑥ 予備機整備台数 0 30 0 0 0 

⑦ ⑥のうち 

基金事業によるもの 
0 30 0 0 0 

⑧ 予備機整備率 0 100 0 0 0 

※①～⑧は未到来年度等にあっては推定値を記入する 

 

（端末の整備・更新計画の考え方） 

    令和 2年度に購入した端末 350 台を、令和 7年度に全生徒分の端末および予備機を

含む合計 370 台へ更新整備する予定である。 

 

（更新対象端末のリユース、リサイクル、処分について） 

  〇対象台数：350 台 

  〇処分方法 

    廃棄処分事業者へ委託し適切に処分を行う。 

  〇端末データの消去方法 

    廃棄処分事業者へ委託してデータを適切に消去する。 

  〇スケジュール（予定） 

   令和７年 ９月 新規購入端末の使用開始 

   令和８年 ７月 廃棄処分事業者の選定 

   令和８年１０月 端末の廃棄処分実施 

 



 

 

（別添２） 

 

【吉富町外一市中学校組合】 

ネットワーク整備計画 

１．必要なネットワーク速度が確保できている学校数、総学校数に占める割合（％） 

   総学校数：１校 

   必要なネットワーク速度が確保できている学校数：１校 

   総学校数に占める割合：１００％ 

 

２．必要なネットワーク速度の確保に向けたスケジュール 

  令和6年度にネットワークアセスメントおよび改善業務を実施し、全教室・屋内体

育場・特別教室における電波強度、信号対雑音比、信号対干渉比を調査した。その結

果、いずれも目安範囲内であることを確認した。今後も定期的に状況を確認し、必要

に応じてネットワーク環境の改善を行う。 

 

    

  



 

 

（別添３） 

 

【吉富町外一市中学校組合】 

校務DX計画 

 

文部科学省「GIGAスクール構想の下での校務の情報化の在り方に関する専門家会議」

の提言や「GIGAスクール構想の下での校務DX化チェックリスト」に示されている教育委

員会及び学校が教育DXを推進する際に取り組むことが望ましい項目を実現するため、下

記の項目について重点的に推進する。 

 

（1）校務系・学習系のネットワークの統合 

ゼロトラスト（「何も信頼しない」を前提に対策を講じるセキュリティ）の考え方

に基づくセキュリティ対策を講じたネットワークの整備を検討する。 

 

 （2）校務支援システムのクラウド化 

    現在導入している校務支援システム及びグループウェアは、サーバ運用をしてお

り、学校において、教務管理・保健管理・学籍管理・勤怠管理等多様な校務におい

て活用している。今後、クラウドツールの積極的な活用や次世代の校務支援システ

ムの導入により、情報共有のデジタル化や、校務のペーパーレス化等を通じた校務

の効率化を図るための方策について検討を行う。 

 

（3）事務作業の負担軽減 

ICT活用によりペーパーレス化を進め、教職員の事務作業負担を軽減し、働き方 

改革を推進する。 

 

  



 

 

（別添４） 

 

【吉富町外一市中学校組合】 

１人１台端末の利活用に係る計画 

 

１．１人１台端末を始めとするICT環境によって実現を目指す学びの姿 

 組合を構成する、吉富町では、「第３期吉富町まち・ひと・しごと創生総合戦略

（2025～2029）の中で、「地域との協働による教育の推進」を進める取組として、地域

と連携して地域課題を解決する力を養うキャリア教育の充実を目指し、ICT教育の推進

や国際的な視野を育む教育を推進している。また、豊前市では、「「教育のまち・豊

前」の実現に向けた新教育改革基本構想」で重点施策としてICT環境の積極的活用を推

進しており、「第6次豊前市総合計画」基本計画（2023～2027）の中では、「特色ある

教育活動の推進」を進める基本事業として「ICT活用による学習活動の充実と情報活用

能力・プログラミング的思考力の育成」を掲げている。それぞれの目標の実現に向け

た、子どもたちのICT活用による学習活動の充実と情報活用能力の育成を目指す。 

２．GIGA第１期の総括 

 令和２年度に１人１台端末の整備の他、電子黒板、校務支援システム、学習支援ソフ

ト等を導入した。また、ICT支援員を配置し、教職員や児童生徒へ技術面・運用面での

支援、研修等を行うサポート体制やICT環境を効果的に活用できる体制を整えた。 

一方で、GIGA第1期の課題として、ICT機器の活用方法の情報が少なく、効果的な利活

用ができなかったことが挙げられる。また、ネットワークの不具合により全生徒同時に

端末を利用することができなかったが、令和６年度末にネットワークの改善を行い解決

した。 

３．１人１台端末の利活用方策 

 GIGA第２期では、令和７年度に全生徒用端末を更新し、引き続き 1 人 1 台端末の環

境を維持する。また、授業での活用場面や活用方法が具体的にイメージできるような計

画的・系統的研修や生徒が学習ツールとして活用する実践事例の共有等を充実していく

必要があると考える。引き続き、ICT支援員を配置し、ICTを活用した授業支援を行う。 


